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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに        

 ロックフィルダムではコア材を保護する役割を担うフィルタ材の粒度管理が非常に重要である．フィルタ材

はフィルタ基準 1）（我が国のフィルタ基準およびSherardらが提案する非侵食フィルタを満足するための基準）

と呼ばれる粒度分布に関する条件を満足する必要があるが，一般的にこれらの条件を満足する材料が単体でダ

ムサイトに存在することは稀であるため，ダムサイトで採取した材料を破砕またはブレンドして製造する．本

報告では，大分川ダムのフィルタ材製造時に適用した画像粒度モニタリングを用いた粒度変動監視の結果につ

いて報告する． 

    

２．２．２．２．フィルタフィルタフィルタフィルタ材の製造材の製造材の製造材の製造方法方法方法方法    

 大分川ダムのフィルタ材は原石山から採取した原石を

破砕したもの（フィルタ粗粒材）に材料山から採取した

細粒材（フィルタ細粒材）を乾燥重量比 1：0.2 でブレン

ドして製造する計画であり，当初ストックパイル形式で

両者をブレンドする計画であった．しかし，当ブレンド

比ではストックパイル造成時の粗粒材の層厚が厚くなり，

ブルドーザによる切崩し時に均一な混合が難しいことが

懸念されたため，DK-S ミキサーを用いて混合した．写真

－1，2にそれぞれフィルタプラントヤード，DK-S ミキサ

ー出口のブレンド材の状況を示す．プラント製造ではベ

ルトスケールによって重量比を管理できるため，確実に

設定したブレンド比を確保できる． 

 さらに製造材料の品質確認のため製造設備に隣接して

粒度変動監視設備を設けた（写真－1の   ）．当設備

の粒度変動監視にデジタルカメラによる画像粒度モニタ

リングを採用した． 

 

３３３３．画像粒度．画像粒度．画像粒度．画像粒度モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング適用適用適用適用におけるにおけるにおけるにおける新たな試み新たな試み新たな試み新たな試み        

 画像粒度モニタリング 2）は，デジタルカメラ撮影画像

の解析結果から粒度分布を推定する手法であり，これま

でに台形 CSG ダム工事における CSG 材やロックフィルダ

ム工事におけるロック材の粒度変動監視技術として実績

がある 3）．従来のシステムで認識できる粒径は最大粒径

の 10％程度までであり，最大粒径が 150mm であるフィル

タ材では最小認識粒径は 15mm 程度となる．一方，大分川

ダムでは Sherard 基準に基づいてコア材の粒度分布から

求めたフィルタ材の監視すべき 15％粒径 D15は 6mm（図 
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写真－1 フィルタプラントヤード 
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図－1 2 段階撮影法による評価可能粒径 
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写真－2 DK-S ミキサー出口のブレンド状況 
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図－3 2段階撮影法によって得られる粒度分布 

 

 図－4 画像粒度モニタリングの結果 

―1 中の ）であり、図中に示すように従来の最小認識

粒径 15mm より小さかった．このため，画像粒度モニタリ

ングの新しい試みとして図－2 に示す 2 段階撮影法に取

り組んだ．2段階撮影法は一試料に対して最大粒径 150mm

の画像を撮影後（1 段階目撮影），粒径 40mm でふるい分

けを実施し，最大粒径 40mm とした材料に対して再度画像

を撮影（2段階目撮影）する．最大粒径 40mm の撮影画像

から 4mm までの粒径が認識できるため，1 段階目撮影か

ら得られる 150mm～40mm 粒度と合成することで 150mm～

5mm の評価が可能になる．なお，2段階で画像を撮影する

ためには撮影用の敷均し作業およびふるい作業の工程が

増えるが，振動ベルコンおよび振動ふるいを導入するこ

とで当該作業を全て無人作業として省力化した． 

    

４．粒度４．粒度４．粒度４．粒度変動変動変動変動監視結果監視結果監視結果監視結果        

 2 段階撮影法によって得られる粒度結果を図－3 に示

す．2 段階の撮影によって 5mm 粒径まで評価できている

ことが確認できる．画像粒度モニタリングによる粒度変

動監視はフィルタ材製造時に 1 回/15 分の頻度で実施し

た．製造時の 1 日当たり粒度変動監視結果例（7.5 時間

稼動分）を図－4 に示す．図中には評価結果から得られ

る粒径のうち 5，20，63mm の通過質量百分率の変動を示

しているが，各粒径ともに許容管理幅内に収まっている

ことが確認できる．    

    

５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに        

 大分川ダムでは361,000m3のフィルタ材を約12ヶ月間で

製造した．この間，製造中全期間に亘って粒度変動監視を

実施し，所定の品質を満足できた． 

画像粒度モニタリングの採用によって品質変動を考慮し

た合理的な品質管理が可能となるが，今回新たに取り組ん

だ 2段階撮影法では，従来より小さな粒径の評価ができる

ため，今後ますます画像粒度モニタリングの適用範囲拡大

が期待できる．当粒度変動監視手法によって現場における

品質管理の生産性向上に寄与できれば幸いである． 
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図－2 2 段階撮影法のフロー 
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